
学則変更の事由 

中央教育審議会答申「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」（平

成二十三年一月二十三日）ならびに産業教育振興法（平成二七年六月二四日法律第四六号）

の趣旨にのっとり、生徒が就業体験等の体験的な学習や自己の将来の生き方や進路につい

ての考察を深める学習を行えるようにするため、高等学校学習指導要領（平成二十一年文

部科学省告示第三十四号）に基づく学校設定教科「産業社会と人間」ならびに関連科目を

開設するため八洲学園大学国際高等学校学則を変更する。 

 

参考例規：高等学校学習指導要領（平成二十一年文部科学省告示第三十四号） 

第１章総則 

第２款各教科・科目及び単位数等 

５ 学校設定教科 

 (2) 学校においては，学校設定教科に関する科目として「産業社会と人間」を設けること学校においては，学校設定教科に関する科目として「産業社会と人間」を設けること学校においては，学校設定教科に関する科目として「産業社会と人間」を設けること学校においては，学校設定教科に関する科目として「産業社会と人間」を設けること

ができるができるができるができる。。。。この科目の目標，内容，単位数等を各学校において定めるに当たっては，産

業社会における自己の在り方生き方について考えさせ，社会に積極的に寄与し，生涯に

わたって学習に取り組む意欲や態度を養うとともに，生徒の主体的な各教科・科目の選生徒の主体的な各教科・科目の選生徒の主体的な各教科・科目の選生徒の主体的な各教科・科目の選

択に資するよう，就業体験等の体験的な学習や調査・研究などを通して，択に資するよう，就業体験等の体験的な学習や調査・研究などを通して，択に資するよう，就業体験等の体験的な学習や調査・研究などを通して，択に資するよう，就業体験等の体験的な学習や調査・研究などを通して，次のような事

項について指導することに配慮するものとする。 

ア社会生活や職業生活に必要な基本的な能力や態度及び望ましい勤労観，職業観の育成 

イ我が国の産業の発展とそれがもたらした社会の変化についての考察 

ウ自己の将来の生き方や進路についての考察及び各教科・科目の履修計画の作成 

 

 

 

学則変更の時期 

平成２９年４月１日より学則を変更する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



「学則」新旧の比較対照表 

新旧の比較対照表 

新 旧 

第２６条２項第２６条２項第２６条２項第２６条２項    

（４）職業に関する教科・科目のうち、年間指導計画（４）職業に関する教科・科目のうち、年間指導計画（４）職業に関する教科・科目のうち、年間指導計画（４）職業に関する教科・科目のうち、年間指導計画

にもとづく職業・技能実習を別表２－２－１ににもとづく職業・技能実習を別表２－２－１ににもとづく職業・技能実習を別表２－２－１ににもとづく職業・技能実習を別表２－２－１に

よりあらかじめ学校が定めた実習時間を修了よりあらかじめ学校が定めた実習時間を修了よりあらかじめ学校が定めた実習時間を修了よりあらかじめ学校が定めた実習時間を修了

したとしてその各教科・科目の実習として適切したとしてその各教科・科目の実習として適切したとしてその各教科・科目の実習として適切したとしてその各教科・科目の実習として適切

なものと認められるもの。なものと認められるもの。なものと認められるもの。なものと認められるもの。 

   （追加） 

別表１－２別表１－２別表１－２別表１－２
＜選択履修の教科・科目、単位＞ 

１．次の表の各教科・科目は、選択履修するものとする。 

２．専門に関する教科・科目の履修は２４単位以内とする。 

［一般生用］ 

教科 科目 履修単位数   

国語 国語表現 3   

 現代文 B 4 

古典 B 4 

日本語基礎 2 

地歴 日本史 B 4 このうち選択必修で選択履修しなかっ

た 1 科目 地理 B 4 

公民   現代社会 2 このうち選択必修で選択履修しなかっ

た区分の科目 倫理 2 

政治・経済 2 

数学 数学 A 2   

数学 B 2 

理科 理科課題研究 1   

地学基礎 2 

化学基礎 2 

芸術 美術Ⅰ 2 このうち選択必修で選択履修しなかっ

た 1 科目 書道Ⅰ 2 

外国語 
コミュニケーション英語基礎 2 

 
コミュニケーション英語Ⅱ 4 

産業社会産業社会産業社会産業社会とととと    

人間人間人間人間    

キャリアキャリアキャリアキャリアガイダンスガイダンスガイダンスガイダンス    １１１１    

 
校外技能取得校外技能取得校外技能取得校外技能取得αααα    １１１１    

校外技能取得校外技能取得校外技能取得校外技能取得ββββ    １１１１    

校外技能取得校外技能取得校外技能取得校外技能取得γγγγ    １１１１    

  

 

    
＜選択履修の教科・科目、単位＞ 

１．次の表の各教科・科目は、選択履修するものとする。 

２．専門に関する教科・科目の履修は２４単位以内とする。 

［一般生用］ 

教科 科目 履修単位数   

国語 国語表現 3   

 現代文 B 4 

古典 B 4 

日本語基礎 2 

地歴 日本史 B 4 このうち選択必修で選択履修しなかっ

た 1 科目 地理 B 4 

公民   現代社会 2 このうち選択必修で選択履修しなかっ

た区分の科目 倫理 2 

政治・経済 2 

数学 数学 A 2   

数学 B 2 

理科 理科課題研究 1   

地学基礎 2 

化学基礎 2 

芸術 美術Ⅰ 2 このうち選択必修で選択履修しなかっ

た 1 科目 書道Ⅰ 2 

外国語 
コミュニケーション英語基礎 2 

 
コミュニケーション英語Ⅱ 4 

  



 

別表２－２別表２－２別表２－２別表２－２    
面接指導時間数及び添削指導回数表 

      添削指導 面接指導 

教科 科目 単位数 1 単位当たり
添削指導回
数 

添削指導回
数 

1 単位当た
り面接指導
時間数 

面接指導時
間数 

国語 国語総合 4 3 12 1 4 

国語表現 3 3 9 1 3 

現代文 B 4 3 12 1 4 

古典 B 4 3 12 1 4 

日本語基礎 2 3 6 1 2 

地理歴史 世界史 A 2 3 6 1 2 

日本史 B 4 3 12 1 4 

地理 B 4 3 12 1 4 

公民   現代社会 2 3 6 1 2 

倫理 2 3 6 1 2 

政治・経済 2 3 6 1 2 

数学 数学Ⅰ 3 3 9 1 3 

数学 A 2 3 6 1 2 

数学 B 2 3 6 1 2 

理科 

 

 

 

 

科学と人間生活 2 3 6 4 8 

生物基礎 2 3 6 4 8 

化学基礎 2 3 6 4 8 

地学基礎 2 3 6 4 8 

理科課題研究 1 3 3 4 4 

保健体育 

体育（α） 3 1 3 5 15 

体育（β） 2 1 2 5 10 

体育（γ） 2 1 2 5 10 

保健 2 3 6 1 2 

芸術 美術Ⅰ 2 3 6 4 8 

書道Ⅰ 2 3 6 4 8 

外国語 コミュニケーション英語基礎 2 3 6 4 8 

コミュニケーション英語Ⅰ 3 3 9 4 12 

コミュニケーション英語Ⅱ 4 3 12 4 16 

家庭 家庭総合 4 2 8 2 8 

情報 社会と情報 2 2 4 2 4 

産業社会産業社会産業社会産業社会

とととと人間人間人間人間    

キャリアキャリアキャリアキャリアガイダンスガイダンスガイダンスガイダンス    
1111    1111    1111    2222    2222    

  

   

 
面接指導時間数及び添削指導回数表 

      添削指導 面接指導 

教科 科目 単位数 1 単位当たり
添削指導回
数 

添削指導回
数 

1 単位当た
り面接指導
時間数 

面接指導時
間数 

国語 国語総合 4 3 12 1 4 

国語表現 3 3 9 1 3 

現代文 B 4 3 12 1 4 

古典 B 4 3 12 1 4 

日本語基礎 2 3 6 1 2 

地理歴史 世界史 A 2 3 6 1 2 

日本史 B 4 3 12 1 4 

地理 B 4 3 12 1 4 

公民   現代社会 2 3 6 1 2 

倫理 2 3 6 1 2 

政治・経済 2 3 6 1 2 

数学 数学Ⅰ 3 3 9 1 3 

数学 A 2 3 6 1 2 

数学 B 2 3 6 1 2 

理科 

 

 

 

 

科学と人間生活 2 3 6 4 8 

生物基礎 2 3 6 4 8 

化学基礎 2 3 6 4 8 

地学基礎 2 3 6 4 8 

理科課題研究 1 3 3 4 4 

保健体育 

体育（α） 3 1 3 5 15 

体育（β） 2 1 2 5 10 

体育（γ） 2 1 2 5 10 

保健 2 3 6 1 2 

芸術 美術Ⅰ 2 3 6 4 8 

書道Ⅰ 2 3 6 4 8 

外国語 コミュニケーション英語基礎 2 3 6 4 8 

コミュニケーション英語Ⅰ 3 3 9 4 12 

コミュニケーション英語Ⅱ 4 3 12 4 16 

家庭 家庭総合 4 2 8 2 8 

情報 社会と情報 2 2 4 2 4 

  

 

別表２－２－１別表２－２－１別表２－２－１別表２－２－１    

第２６条２項４号によるみなし修得の実習時間表第２６条２項４号によるみなし修得の実習時間表第２６条２項４号によるみなし修得の実習時間表第２６条２項４号によるみなし修得の実習時間表    

    教科教科教科教科        科目科目科目科目    単位数単位数単位数単位数    
実習時間実習時間実習時間実習時間    

1111 単位当たりの単位当たりの単位当たりの単位当たりの    
実習時間数実習時間数実習時間数実習時間数    

実習時間数実習時間数実習時間数実習時間数    

産業社会と産業社会と産業社会と産業社会と

人間人間人間人間    

校外技能取得校外技能取得校外技能取得校外技能取得αααα    1111    33335555 時間以上時間以上時間以上時間以上    33335555 時間以上時間以上時間以上時間以上    

校外技能取得校外技能取得校外技能取得校外技能取得ββββ    1111    33335555 時間以上時間以上時間以上時間以上    33335555 時間以上時間以上時間以上時間以上    

校外技能取得校外技能取得校外技能取得校外技能取得γγγγ    1111    33335555 時間時間時間時間以上以上以上以上    33335555 時間以上時間以上時間以上時間以上    

 

（追加） 



 

別表３ 

（１）一般生 

入学登録料 授業料 

 ２０，０００円 １単位につき 

８，０００円 

（注）１年以内に履修教科・科目が修得を認定さ

れなかったときは、次の１年に限り再履修するこ

とができる。 

（注）第２６条２項４号によるみなし修得を認定（注）第２６条２項４号によるみなし修得を認定（注）第２６条２項４号によるみなし修得を認定（注）第２６条２項４号によるみなし修得を認定

するときは、別表３（１）に定める授業料とする。するときは、別表３（１）に定める授業料とする。するときは、別表３（１）に定める授業料とする。するときは、別表３（１）に定める授業料とする。    

 

   

（１）一般生 

入学登録料 授業料 

 ２０，０００円 １単位につき 

８，０００円 

（注）１年以内に履修教科・科目が修得を認

定されなかったときは、次の１年に限り再履

修することができる。 

 

附則 

１１１１    本学則は平成本学則は平成本学則は平成本学則は平成 29292929年年年年 4444月月月月 1111日より施行する。日より施行する。日より施行する。日より施行する。    

 

附則 

   （追加） 

 

 


